
 

来院者の皆さまへ 

 

 当院でのマスク着用について 

（必要な場面での着用をお願いします） 

 

 

当院ではこれまで、院内でのマスク着用をお願いしてきましたが、今後は必要な場面で 

着用していただく運用に変更いたします。 

 なお、当院職員についても同様に、必要な場面でマスクを着用する運用としています。 

 

■ マスク着用の基本（症状がある方） 

次のような症状がある方は、院内ではマスクの着用をお願いします 

・発熱 

・咳 

・のどの痛み 

・鼻水 など 

☞ 周囲の方への感染を防ぐため、ご協力をお願いします 

 

■ 症状がない場合 

【通常時】（感染症が落ち着いている時期） 

➡ マスクは必須ではありません。必要に応じて、ご自身の判断で着用してください 

➡ 診療内容や状況により、職員からマスクの着用をお願いする場合があります 

 

【流行時】（感染症が広がっている時期） 

➡ マスクの着用をお願いする場合があります 

※感染状況に応じて「院内では全員マスク着用」の方針に切り替えることがあります 

 

■ 基本的な感染予防を大切にしています 

・咳や鼻水などの症状があるときはマスクを着用する 

・咳やくしゃみが出るときは、マスク、またはハンカチや肘、袖口で口と鼻を覆う 

・手洗いや手指消毒を行う 

 

■ 皆さまへお願い 

マスクの着用は強制ではありませんが、体調や周囲の状況に応じたご配慮をお願いいたします。 

 

ご理解とご協力をお願いいたします。 

 

令和８年４月２７日 

市立大町総合病院 病院長 


